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テ
レ
ビ
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
テ
レ
ビ
と
、
そ

う
で
な
い
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
テ
ナ
の
調
整
や
交
換
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭

の
事
情
に
あ
わ
せ
て
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▼
今
持
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
で
見
る

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後

も
そ
の
ま
ま
お
使
い
に

な
る
場
合
は
、
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
や
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
の
録

画
機
器
を
買
い
足
せ
ば

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

見
ら
れ
ま
す
。

▼
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る

　

地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
を
お
買
い
求

め
に
な
れ
ば
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
や
便
利

な
デ
ー
タ
放
送
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
機
能
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ

ビ
は
、
機
能
、
性
能
、

サ
イ
ズ
、
価
格
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
電

気
店
等
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
搭
載
機

器
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電

波
を
使
っ
て
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
波
は
周

囲
の
地
形
や
建
物
な
ど
の
影
響
に
よ
り

弱
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
設
置
場

所
の
電
波
の
状
態
に

応
じ
た
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。
詳
し
く

は
電
気
店
・
家
電
量

販
店
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

～
地
デ
ジ
受
信
確
認
の
た
め
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
一
時
貸
し
出
し
ま
す
～

　

地
デ
ジ
放
送
の
電
波
は
反
射
・
屈
折

し
に
く
い
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ

電
波
は
何
と
か
受
信

で
き
て
い
て
も
、
地

デ
ジ
の
電
波
は
受
信

で
き
な
い
と
い
う
、

新
た
な
問
題
の
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
各
ご

特集◐  地上デジタル放送

地デジの準備は
お済みですか

ま
ず
は
基
本
的
知
識　

地
デ

ジ
放
送
を
見
る
た
め
に
は

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

新
た
な
「
難
視
聴
地
域
」
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す

　すでに多くの方がご存じかとは思いますが、テレビのアナロ

グ放送は、2011年（平成23年）７月24日に終了し、地上デ

ジタル放送に完全移行します。

　地上デジタル放送（地デジ）を受信するためには、デジタル

放送対応の機器が必要です。「まだ、先だから・・・」と思っ

ている方も、そろそろ地デジの準備を始めませんか？11月に

は町内３地区で地上デジタル放送準備説明会も開催されます。

+
デジタル
テレビ

アナログ
テレビ

地デジチューナー
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　省エネ家電の購入促進策として、政府が平成21年度補正予算において
2,900億円の事業費を計上した「エコポイント制度」が５月からスタートし
ています。
　これは、省エネ性能を５つ星で表した「統一省エネラベル」で４つ星以上
を満たしたエアコン、冷蔵庫、地デジ対応テレビを購入すると、販売価格の
５～10％程度がポイントとして還元されるという制度です。
　ポイントはおおよそ、「1点あたり1円」の価値があり、商品券・プリペ
イドカード、全国各地の特産品など様々な商品と交換できます。カタログを
見て交換したい商品を確認し、郵送やインターネットで申請。後日商品を受
け取ります。

　　■グリーン家電普及促進事業エコポイント事務局　http://eco-points.jp

家
庭
で
地
デ
ジ
放
送
が
実
際
に
見
ら
れ

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
一
時
的
に

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
政
策
推
進
課
（
☎
67―

２
１

１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
デ
ジ
を
受
信
し
て
い
る
も
の
の
、

天
候
な
ど
場
合
に
よ
っ
て
は
「
見
え
に

く
く
な
る
」
「
混
信
す
る
」
な
ど
受
信

状
態
が
悪
い
場
合
は
、
デ
ジ
サ
ポ
山
形

（
山
形
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

が
訪
問
対
応
し
、
受
信
方
法
の
助
言
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
連
絡
先
は
左
記
参
照
）
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
全
般
・
チ
ュ
ー

ナ
ー
等
の
給
付
支
援
に
関
す
る
相
談
・

問
合
わ
せ

▼
総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
‐
０
７
０-

１
０
１

　

平
日
…
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
…
午
前
９
時
～

　

午
後
６
時

現
在
「
見
て
い
る
が
不
具
合

が
あ
る
」
場
合

地デジ放送は
　
　きれいに映るか
　全く映らないか
　
　　　どちらかです

どうぞお早目の対応を

今ならもらえる「エコポイント」　上手に活用し商品と交換しよう

（平成21年３月31日購入分の商品までが対象です）　

地デジ対応テレビの
エコポイント数

46型以上　　36,000点

42型・40型　23,000点

37型　　　　17,000店

32型・26型　12,000点

26型未満　　 7,000点

※購入時に手持ちの製品をリサイ
クルに出すとさらに3,000点を加算

ご利用ください
各種サポート事業

■地上デジタル放送準備説明会
　総務省では、地上デジタル放送を楽しむための説明会を次の

とおり開催します。放送の目的や魅力、受信方法などについて

分かりやすく説明しますので、皆さんのご来場をお待ちしてい

ます。

■地デジ戸別訪問
　65 歳以上の高齢者のみの世帯で事前にお申込みいただいた

方には、デジサポ山形（山形県テレビ受信者支援センター）の

説明員がご自宅に訪問して説明します。

▼デジサポ山形説明会事務局　☎ 023-647-2283

▼政策推進課地域情報係　☎ 67-2112

■チューナーの無償給付
　経済的な理由で、地上デジタル放送がご覧になれない世帯に

ついては、簡易な地上デジタル放送対応のチューナー無償給付

する支援があります。

　ＮＨＫと受信契約を結んでおり、放送受信料の全額免除を受

けている方が対象となります。今年度の受付は 12 月 28 日ま

でですので、手続き等詳細はお問合わせください。

▼総務省地デジチューナー支援実施センター

　☎ 0570-033840　または　044-969-5425

▼ＮＨＫ視聴者コールセンター

　☎ 0570-000588　または　044-871-8441

▼健康福祉課福祉係　☎ 67-2156

説明会場 開催日 開始時刻 定員

西部公民館 11月25日(水)
10：30～

70
13：30～

開発センター 11月26日(木)
10：30～

70
13：30～

秋葉山交遊館 11月27日(金)
10：30～

70
13：30～
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■
特
色
あ
る
元
気
な
地
域
づ
く

り
を
支
援

　

地
域
提
案
型
交
付
金
事
業
に

つ
い
て
は
、
各
区
よ
り
総
額
で

約
９
１
３
万
円
の
申
請
が
あ
り
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
審
査
の
結
果
、
約
９
１

１
万
円
の
交
付
決
定
を
行
っ
た
。

　

ま
た
志
藤
六
郎
村
お
こ
し
基

金
補
助
事
業
は
、
６
件
の
申
請

が
あ
り
、
運
営
委
員
会
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
６
件
２
０
３
万

円
の
補
助
金
交
付
を
決
定
し
た
。

■
個
人
町
民
税
の
当
初
賦
課
額

　

約
２
億
１
７
９
万
円
で
前
年

町

政

報

告

9月定例議会
　９月３日から９日まで７日間の日程で町

議会９月定例会が開催されました。

　主な議案としては、平成21年度一般会

計及び特別会計の補正予算、平成２０年度

一般会計及び特別会計の決算、その他子育

て支援拠点施設で使用する備品（木製品）

に関する財産の取得など17議案が審議さ

れ、全議案が認定・可決されました。

　また、朝日町木材製品利用住宅建築奨励

金について、交

付対象の拡大と

交付限度額の引

き上げを求める

請願書も提出さ

れ、採択されて

います。

比
約
１
５
０
９
万
円
の
減
。
今

年
度
の
課
税
総
所
得
金
額
は
、

景
気
低
迷
と
所
得
の
伸
び
悩
み

等
の
要
因
に
よ
り
全
体
で
、
前

年
比
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

■
長
寿
者
に
賀
詞
と
記
念
品
を

贈
呈

　

今
年
の
該
当
者
は
白
寿(

99

歳)

が
３
人
、
百
歳
が
５
人
。

白
寿
の
方
に
は
県
知
事
よ
り
、

ま
た
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
賀

詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
。

　

９
月
１
日
現
在
で
満
百
歳
以

上
の
方
は
７
人(

男
１
人
、
女

６
人)

。
最
高
齢
者
は
明
治
40

年
生
ま
れ
で
満
１
０
１
歳
の
方
。

■
夏
季
の
低
温
・
日
照
不
足
の

影
響
は
？

　

水
稲
に
葉
い
も
ち
病
が
若
干

出
た
こ
と
か
ら
、
８
月
に
行
っ

た
２
回
目
の
航
空
防
除
に
お
い

て
対
策
を
行
っ
た
。

　

果
樹
全
般
の
生
育
は
概
ね
順

調
で
、
基
幹
作
物
で
あ
る
り
ん

ご
に
つ
い
て
も
昨
年
度
と
同
様

の
８
月
20
日
か
ら
つ
が
る
が
出

荷
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
強
い
農
業
づ
く
り
交

付
金
で
整
備
し
た
新
し
い
選
果

機
械
も
、
つ
が
る
の
選
果
か
ら

稼
働
。
今
後
更
な
る
有
利
販
売

に
向
け
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

■
３
日
で
完
売　

プ
レ
ミ
ア
ム

つ
き
お
買
い
物
券

　

中
元
商
戦
に
向
け
た
プ
レ
ミ

ア
ム
お
買
物
券
の
発
売
状
況
に

つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
の
お

得
感
が
広
く
町
民
に
浸
透
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
は
わ

ず
か
３
日
間
で
予
定
の
４
５
０

組
が
完
売
と
な
っ
た
。

■
耕
作
放
棄
地
を
調
査

　

国
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
今

年
度
全
国
の
市
町
村
で
一
斉
に

耕
作
放
棄
地
の
実
態
調
査
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
当
町
に
お
い

て
も
、
農
業
委
員
、
農
事
実
行

組
合
長
の
方
々
の
協
力
を
得
て

７
月
と
８
月
の
２
ヵ
月
間
で
全

地
区
ほ
ぼ
調
査
を
終
え
た
。

　

今
後
、
調
査
結
果
を
基
に
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た

所
有
者
の
意
向
調
査
を
行
い
、

併
せ
て
再
生
可
能
な
農
地
を
元

の
耕
作
で
き
る
農
地
に
戻
す
取

組
を
町
と
関
係
団
体
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
計
画
的
に
実
施
す

る
予
定
。

■
「
町
民
プ
ー
ル
」
利
用
状
況

　

今
年
は
７
月
18
日
か
ら
８
月

16
日
ま
で
の
30
日
間
開
放
し
た
。

期
間
中
の
利
用
者
数
は
、
１
６

７
８
人
（
中
学
生
以
下
１
２

９
６
人
、
高
校
生
以
上
３
８
２

人
）
で
、
対
前
年
比
で
89
・
５

％
。
事
故
も
な
く
安
全
に
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
雨
な

ど
が
多
く
、
比
較
的
冷
夏
だ
っ

た
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

■
12
月
の
設
立
に
向
け
準
備　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

12
月
の
設
立
総
会
に
向
け
４

月
よ
り
５
回
の
設
立
準
備
委
員

会
を
開
催
し
準
備
を
進
め
て
い

る
。
７
月
１
日
に
「
朝
日
町
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
準
備
委
員
会
だ
よ
り
」
第
２

号
を
通
じ
て
名
称
募
集
を
行
っ

た
結
果
、
応
募
25
点
の
中
か
ら
、

「
朝
日
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
に
決
定
し
た
。

寄
付
採
納
報
告　

善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

■金員　100,000 円
　ふるさと納税として
　京都市左京区　田中照子 様より

■金員　10,000 円
　まちづくり寄付金として
　㈳寒河江青年会議所 様より

■卓球台７台、補給ネット１基、
　カウンター５枚（740,000 円相当）
　町体育の振興のため　朝日中卓球部父
　母の会（阿部為吉会長）様より
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山
岳
遭
難
事
故
捜
索
活
動
に
尽
力

花
山
忠
夫
さ
ん
に
寒
河
江
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状

　

十
月
八
日
、
早
朝
六
時
、
日
本
最
大
の
青
果

物
の
取
扱
量
を
誇
る
東
京
都
の
大
田
市
場
で
、

り
ん
ご
「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」
の
今
年
の
初
出

荷
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
夜

も
明
け
や
ら
ぬ
市
場
の
中
は
、
大
勢
の
市
場
関

係
者
や
仲
買
人
の
人
た
ち
で
、
競
り
の
声
も
威

勢
よ
く
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
わ
が
朝
日
町
産
「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」

の
今
年
の
売
り
上
げ
を
占
う
初
値
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
り
ん
ご
価
格
の
暴
落
の
後
、
り
ん

ご
生
産
地
に
と
っ
て
は
厳
し
い
時
代
が
続
い
て

円
品
種
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
の
で
す
。

　

何
も
し
な
い
で
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
課
題

を
克
服
し
よ
う
と
す
る
、
絶
え
間
な
い
「
努

力
」
と
「
熱
意
」

が
、
一
億
円
品
種

へ
の
飛
躍
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

朝
日
町
に
り
ん

ご
が
入
植
さ
れ
て
以
来
百
二
十
年
余
の
時
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
先
人
の
た

ゆ
ま
ざ
る
努
力
が
、
そ
の
後
綿
々
と
今
日
ま
で

引
き
継
が
れ
、
そ
の
賜
物
と
し
て
「
朝
日
町
り

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
平
成
八
年
か
ら
一
部
生

産
者
の
方
の
試
験
導
入
に
始
ま
り
、
こ
の
厳
し

い
環
境
の
中
、
立
ち
上
が
っ
た
の
が
こ
の
品
種

の
栽
培
生
産
で
あ
り
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
々

の
「
何
と
か
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う

強
い
意
気
込
み
と

生
産
者
、
農
協
、

町
が
一
体
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
来

た
中
生
種
の
有
力
品
種
が
こ
の
り
ん
ご
で
し
た
。

芯
カ
ビ
が
で
る
な
ど
様
々
な
課
題
を
克
服
し
て
、

こ
の
品
種
に
賭
け
る
熱
意
と
先
見
性
が
、
着
実

に
実
を
結
び
、
約
十
年
の
努
力
の
成
果
が
一
億

ん
ご
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
形
作
ら
れ
て
来
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
無
袋
ふ
じ
」
か
ら
「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」

そ
し
て
「
秋
陽
」
「
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
」
へ

と
、
伝
統
を
基
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

心
の
こ
も
っ
た
前
向
き
な
取
り
組
み
。
そ
こ
に

あ
る
朝
日
町
の
人
々
の
心
そ
の
も
の
が
、
人
々

の
共
感
を
呼
び
、
ひ
い
て
は
『
朝
日
町
』
と
名

の
付
く
全
て
の
も
の
が
信
用
を
得
て
い
く
。
そ

の
こ
と
が
「
朝
日
町
ブ
ラ
ン
ド
」
と
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

『
朝
日
町
ブ
ラ
ン
ド
』

（48）

朝
日
町
の
人
々
の
心
そ
の
も
の
が
信
用
を

呼
び
「
朝
日
町
ブ
ラ
ン
ド
」
を
形
成
す
る

　

朝
日
山
岳
会
会
長
で
山
形
県
自
然
公
園
管
理
員
も
務
め
る
花
山
忠

夫
さ
ん
（
栄
町
）
に
こ
の
ほ
ど
寒
河
江
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

花
山
さ
ん
は
、
昨
年
12
月
埼
玉
県
の
男
性
が
朝
日
岳
ガ
ン
ガ
ラ
沢

付
近
に
滑
落
し
行
方
不
明
と
な
り
、
９
月
１
日
に
遺
体
が
収
容
さ
れ

た
事
故
で
、
案
内
役
と
し
て
３
度
同
行
し
た
ほ
か
、
自
然
公
園
管
理

員
と
し
て
の
業
務
で
登
山
道
を
巡
視
す
る
際
、
滑
落
現
場
の
状
況
を

同
署
に
随
時
報
告
す
る
な
ど
多
方
面
に

わ
た
り
捜
査
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
同
署
で
感
謝
状
の
贈
呈

を
受
け
た
花
山
さ
ん
は
「
事
故
現
場
は
、

自
然
公
園
管
理
員
と
し
て
自
分
が
担
当

す
る
地
域
で
あ
り
、
登
山
の
際
は
状
況

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
遺
体
を
収
容
で

き
て
安
心
し
ま
し
た
。
捜
査
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

700人超の町出身名簿が完成
　ご協力ありがとうございました

　町民の皆様にご協力いただきました、首都圏（東京都・千葉

県・埼玉県・神奈川県等）や仙台市に在住されている朝日町出身

者の名簿が、この程まとまりました。お陰様で700人を超える

名簿となりました。今後は、まちづくりや観光等の案内を差し上

げるなど、町活性化のために有効に活用させていただく予定です。

ご協力ありがとうございました。

暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
使
用
制
限
に
関
す
る

合
意
書
を
締
結

　

暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
等
の
使
用
制

限
に
関
す
る
合
意
書
を
寒
河
江
警
察
署

長
と
締
結
す
る
た
め
、
９
月
17
日
役
場

町
長
室
で
そ
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
に
発
生
し
た
「
東
京
都
営

住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
員
け
ん
銃
発
砲

立
て
こ
も
り
事
件
」
を
契
機
と
し
て
、

入
居
者
が
安
全
安
心
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
近
年
多
く
の
自
治
体
で
、
公
営
住

宅
か
ら
の
暴
力
団
員
排
除
に
向
け
た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
現
在
80
戸
の
町
営
住
宅
を
管
理
し
て
お
り
、
町

営
住
宅
条
例
等
に
暴
力
団
員
の
使
用
制
限
を
盛
り
込
む
た
め
の
条

例
の
改
正
を
行
い
４
月
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
合
意
書
は
、
こ
の
使
用
制
限
を
徹
底
す
る
た
め
、
町
営

住
宅
等
の
暴
力
団
対
策
の
連
絡
協
力
体
制
に
つ
い
て
、
寒
河
江
警

察
署
長
と
締
結
す
る
も
の
で
、
寒
河
江
署
管
内
で
は
昨
年
の
寒
河

江
市
に
続
い
て
２
番
目
と
な
り
ま
す
。



赤湯

山形ＪＲ左沢線

山形鉄道フラワー長井線

　

最
上
川
流
域
の
中
で
も
特
に

景
観
の
優
れ
た
「
五
百
川
峡
谷
」

が
広
が
る
３
町
を
も
っ
て
、
昨

年
６
月
設
立
さ
れ
た
「
白
鷹
・

朝
日
・
大
江
広
域
観
光
推
進
協

議
会
」
。
昨
年
の
「
最
上
川
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
続
く
第
２
弾

と
し
て
「
ま
ぼ
ろ
し
の
左
荒
線

街
道
ツ
ア
ー
」
が
現
在
同
協
議

会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
企
画
は
、
大
正
時
代

に
敷
設
が
計
画
さ
れ
た
「
左
荒

線
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
沿
線

地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
長
井

市
の
タ
ク
シ
ー
会
社
が
所
有
す

る
レ
ト
ロ
バ
ス
「
れ
と
ろ
ん
」

で
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
。
１
回
あ
た

り
８
人
を
定
員
に
、
10
月
３
日

か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
週
末
に

７
回
運
行
が
計
画
さ
れ
、
９
月

16
日
か
ら
申
込
受
付
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
３
０
０
０
円
と
お

得
な
料
金
設
定
や
、
多
く
の
新

聞
誌
面
等
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
山
形
市
、
仙
台
市
方

面
な
ど
か
ら
予
約
が
殺
到
。
３

日
ほ
ど
で
す
べ
て
満
席
と
な
り
、

定
員
の
２
倍
ほ
ど
の
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
が
い
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
す
。

　

初
回
の
運
行
と
な
っ
た
10
月

３
日
に
は
Ｊ
Ｒ
左
沢
駅
前
で
協

議
会
役
員
を
務
め
る
３
町
の
町

長
、
そ
し
て
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
関
係
者
の
手
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
に
参

加
者
の
出
発
を
見
送
り
ま
し
た
。

　「左荒線」とは、ＪＲ左沢線左沢駅

と山形鉄道フラワー長井線荒砥駅との

区間に計画された鉄道のことです。

　この路線は当初大正時代に計画され

たものですが、度重なる不運に見舞わ

れ、その都度工事が延期されました。

1937年（昭和12年）には本測量が

行われ、1940年完成と閣議決定しま

したが、第２次世界大戦により事業が

中止され、計画自体も暗礁に乗り上げ

てしまいました。

　戦後も強固に運動を展開し、1974

年（昭和49年）には、村山・置賜地

区の関係５市６町と議会で「国鉄内陸

循環線（左荒線）促進期成同盟会」を

結成しましたが、昭和62年４月の国

鉄分社民営化や、平成４年７月の山形

新幹線開業に伴い、情勢は大きく変

化。内陸循環鉄道（左荒線）の実現

は、極めて難しい状況になり、平成８

年８月の総会をもって同会の解散を決

定したのでした。

まぼろしの
「左荒線」とは？

ロ
ー
カ
ル
線
と
レ
ト
ロ
バ
ス
「
れ
と
ろ
ん
」
で
行
く

ま
ぼ
ろ
し
の
左
荒
線

街
道
ツ
ア
ー

山形初のレトロバス「イザベラ　れとろん」
英国初代アスキス社製の1920年台の名車である「The　

MASCOT」を手作りで復元したモデル。名前は英国出身の

旅行家「イザベラ・バード」にあやかっています

山形県内４件のうち左荒線街道に３件　㈳土木学会選奨土木遺産
　選奨土木遺産とは、後世に残すべき土木構造物の保存を目指し、社団法人土木学会（東京都）が 2000 年（平

成 12 年）に創設した認定制度。①歴史文化、社会的価値、②建造時の土木技術の高さ、③まちづくりへの

活用可能性などを評価基準とし、昨年度までに全国で 160 件が認定され、山形県内では４件のうち３件が

左荒線街道沿いの３町に１件ずつ存在しています。

旧明鏡橋最上川橋梁（通称：荒砥鉄橋） 旧最上橋

悲願の左荒線　ついに開通

レトロバスで



左沢

宮宿

荒砥

ま
ぼ
ろ
し
の

左
荒
線
街
道

食

見

学

タイ焼き　林武一郎商店（大江町左沢）

りんご狩り
志籐修治農園
（朝日町大谷）

ワインの試飲
朝日町ワイン城
（朝日町大谷）

あゆ御膳　あゆ茶屋（白鷹町下山）

御楯稲荷（白鷹町荒砥）
直江兼続率いる上杉軍が長谷堂を目指す際、

戦勝を祈願したと伝わっています
最上川舟運の舟が通れるよう河床の岩盤を開削
した跡が、渇水期にははっきりと確認できます

楯山公園（大江町左沢）

椹平の棚田（朝日町三中）

舟道跡（白鷹町佐野原）

銀座にある山形県アンテナショップで
人気商品ベスト10に入る　あんちん堂の

「でか金つば」（白鷹町十王）
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町内３保育園で最後の運動会　（９月19日／各保育園）

　来年４月に統合予定の「さゆり」、「ふたば」そして「わか

ば」の３保育園で９月19日運動会が開催されました。

　各園で開催される最後の運動会とあって、それぞれ地域の特

性を生かした様々な競技を実施。中でも、わかば保育園では

「風のこどもの運動会」と題し、大谷の「風神祭」でおなじみ

のお神楽・花売り娘・田楽ちょうちん行列などが取り入れられ

たほか、障害物競走には、白山神社や秋葉山など北部地区の名

所が組み入れられ、園児たちは自分たちが住む地域の魅力を改

めて学びながら楽しく競技を行っていました。

　近所の方は「今まで楽しい声が聞こえたのに、来年から聞け

なくなるのはとても残念です」と寂しそうな表情を浮かべてい

ました。また、年長組に子どもを持つある保護者は「この保育

園の一期生は私の学年。自分の代に開園して子どもの代に閉園

（統合）するというのも何かの縁を感じますね」と語っていました。

まちの話題
アユの流し網漁

（10月６日／最上川河畔）
楽しく芋煮会

（10月12日／豊龍の丘）
ここで紹介した情報以外にも、ホームページ内

「まちの写真館」には写真がいっぱい。見てね！

　10月４日本年度

の町総合防災訓練

が大谷地区を会場

に開催されました。

　これは防災意識

の高揚等を目的に

毎年開催されてい

るもので、同地区民のほか消防団員など約200人

が参加。地震・火事など各種災害を想定した様々

参加して学ぶ防災への備え

朝日町総合防災訓練　（10月４日／大谷地内）

な訓練のほか、心肺蘇生や応急手当の講習会も行

われました。

　山形県は災害の少ない地域と言われているもの

の、県内には４つの大きな活断層が存在しており、

中でも米沢市から伸びる「長井盆地西縁断層帯」

はほぼ最上川沿いに朝日町を貫いています。それ

だけに町内で大規模災害が発生する可能性も否定

できない状況にありますが、そんな有事の際に生

きてくるのがこうした訓練。「備えあれば憂いな

し」。皆さんも地元の防災訓練等に積極的に参加

しましょう。

地域の魅力を競技に取り入れる



広
報
あ
さ
ひ
ま
ち  

10
月
号　
　

�

金婚祝賀会　（10月６日／Ａsahi自然観）

　結婚50年の節目を夫婦ともに迎えられた方々を対象

にした金婚祝賀会が10月６日Asahi自然観で開催され、

対象39組中、34組が出席しました。

　会でははじめに主催者である朝日町社会福祉協議会

会長の鈴木浩幸町長が「金婚を迎えられた皆さんをは

じめ、戦前・戦中・戦後の苦しい時代を生き抜いてこ

られた先輩方の経験と知恵は町づくりに欠かせないも

の。今後も多方面でご活躍いただきたい」とあいさつ。

その後金婚夫婦を代表し、安藤正義さん・美枝さん夫

婦（杉山）に賀詞が贈呈されました。

　ある参加者は「昔に比べれば、現在の社会は、い

くら大不況とは言え、

夢のような世界。こ

れまでの50年を振り

返りながら、今の健

康な自分たちがある

幸せをかみしめたい

ですね」と語ってい

ました。

50年の幸せをかみしめる

朝日町民登山　
（10月３日～４日／朝日連峰）

　今年の「朝日町民登山」が10月３日～４

日、一泊二日の日程で開催されました。

　当初の計画では、３日に大朝日岳まで登

頂する予定でしたが、天候不良のため予定

を変更。３日は鳥原小屋に宿泊し、４日に

大朝日岳をめざすコースになりました。

　天候の回復を待った結果、４日には快晴

の空が広がり、前日の雨によって澄んだ空

気がいっそう空を青く、そして紅葉を赤や

黄色に輝かせました。年間数十回にわたり

入山している引率の花山忠夫朝日山岳会会

長が「今年一番の天気」と認めるほどの好

天に、参加者全員が足取り軽く登山を楽し

みました。

　また、大朝日岳山頂では直江兼続によっ

て切り開かれたと言われる「朝日軍道」に

ついて花山会長が説明。当時の遺構が今な

お残る朝日連峰を目の前にし、時代のロマ

ンを感じな

がら、雲一

つない360度

の大パノラ

マを堪能し

ました。

360度の大パノラマを堪能

朝日町建設総合組合「感謝ボランティア」
　（10月12日／町内各所）

　75歳以上の高齢者世帯に対し

て、大工・左官・造園・建具等、

職人の技能を無償で提供する町

建設総合組合（畑俊美組合長

／158人）の「感謝ボランティ

ア」が10月12日開催されました。

　これは日頃仕事を受けている

町民の方々への感謝と地元工務

店や職人のＰＲなどを目的に開

催されたもので、今年で３回目。

今年は建具の修繕や庭木の手入

れ、そして家屋の補修など、48

世帯から合計105件の依頼を受け、組合員30人が持ち

場ごとに作業にあたりました。

　畑組合長は「今年で３回目ですが、利用者が年々増

えています。組合や地元の職人を知らない人も多いの

で、イメージアップにつながればと考えています。希

望の取りまとめをしていただいた民生委員の方々に心

から感謝申し上げます」と語っていました。

高齢者世帯に熟練の技能を無償提供
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西五百川小５年生が実習田の稲刈り
　　（９月28日／松程地内）

　９月28日西五百川小の

実習田で稲刈り作業が行

われました。

　西五百川小学校では、

毎年５年生が松程地区に

ある実習田を舞台に、田

植えから稲刈りまで、稲

作に関する様々なことを

学習しています。

　この日は同区の佐竹光

喜さん、阿部冨美男さん、

布施栄五郎さんを講師に、

およそ５アール（500

㎡）の水田に植えられた

もち米の稲を17人で刈り

取り、その後、「杭がけ

作業」で、刈り取った稲を天日干しにしました。

　古川哲兵くん（立木）は「春に田植えをしてか

ら、これまで３回田んぼの観察をしていろいろな

ことを学びました。稲刈りは今回が初めてだった

けど楽しかったです」と語っていました。

　同校では、今回刈り取ったもち米を元に５年生

の親子学年行事である「収穫祭」が行われ、親子

で実りの秋を味わう予定です。

年間を通じて稲作を学ぶ

朝日中１年生がりんごの葉摘み作業　
（９月15日／世界のりんご園）

　朝日中学校で

は、１年時に町

の特産品である

「りんご」につ

いて学んでいま

す。その一環と

して、９月15日

に１年生75人が

「世界のりんご

園」を訪れ、ふ

じの葉摘み作業

を行いました。

　葉摘み作業と

は、日差しを遮

る葉を取り除き果実の着色の手助けを行うこと。

この作業によって太陽の光があたり、果実全体が

まんべんなく赤に染まります。

　この原理を応用してその後行われたのは、「合

格」りんごのシール貼付け作業。葉摘みによって

現れたまだ色のついていない部分に「合格」の文

字が入ったシールが貼り付けられました。11月の

収穫の時期には赤いりんごにくっきりと合格の文

字が刻まれ、高校受験を控えた３年生に贈られる

予定です。

３年生へ贈る「合格」りんご

入所者が芋煮、秋刀魚で秋を味わう　（10月７日・８日／ふれあい荘）

　10月７日と８日ふれあい荘で、芋煮と秋

刀魚が提供され、入所者が秋の味覚を味わ

いました。

　ふれあい荘では年間30回程度、季節ごと

に旬の食材を利用した食事が提供されてい

ます。今回もその一環で、そのほかには、

笹巻き、ウナギ、冬至カボチャなど、味覚

で四季を感じ取っています。

　芋煮の調理には入所者の方々も参加。調

理にあたった方々は、久々ながらも自分の

ペースで作業し、おいしく出来上がりまし

た。なお、来月には「刈上げ」の風習にち

なんで、最も喜ばれるメニューの一つであ

るぼた餅が提供される予定とのことです。

季節毎に味わう旬の食材
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　山形県初のりんごオリジナル品種「秋陽」の出

発式が9月27日ＪＡさがえ西村山朝日果実流通セ

ンターで行われました。

　「秋陽」は山形県園芸試験場で「陽光」と「千

秋」を交配し誕生した山形県初のオリジナル品種。

外見は濃い赤色、実は堅めで

歯触りがよく、甘味・酸味と

もに濃厚な味わいが特徴。９

月下旬から10月上旬に収穫さ

れる「中生種」の主力として

期待されている品種です。現

在はブランド確立のため、全

農による県統一共選が行われていますが、

全生産量の約７割を朝日町産が占めてい

ることもあり、和合地区にあるＪＡさが

え西村山朝日果実流通センターに県内の

秋陽全てが集められています。青果市場

への出荷は４年目ですが、栽培面積も拡

大し、今年は昨年の2.5倍となる100トン

が出荷される予定です。

　出荷式にはＪＡ関係者や生産者ら約50

人が出席。神事が執り行われた後、今田

正夫ＪＡ全農山形運営委員会長と吉村美栄子知事

があいさつ。このうち、今回公務として初めて朝

日町を訪れた吉村知事は「農業が元気になること

が山形県の元気につながる。

秋陽には中生種りんごのエ

ースに育ってほしい」と述

べました。

　このあと、関係者による

テープカットが行われ、10

キロ入り箱400ケースを積

んだトラックを出席者全員

で見送りました。

りんご新品種 秋陽出発式　（9月27日／JAさがえ西村山朝日果実流通センター）

育て！中生種りんごのエースに

和合りんごまつり　（10月12日／旧和合小グラウンド）

　10月12日旧和合小で「和合りんごまつり」が開催され、

2,000人を越える来場者でにぎわいました。

　昨年３月、132年の歴史に幕を下ろした和合小学校。

学校という地域のシンボルがなくなることを嘆くばかり

ではなく、将来にわたって地域が一体となれるよう、地

区民の方々は閉校前から様々な検討を重ねてきました。

その結果出されたアイデアの一つがこのまつり。試行錯

誤ながらも好評だった昨年に続いて２回目の開催です。

　実りの秋を迎え現在「りんごまっ盛り」の和合地区。

まつりも、豊富な種類のりんご即売や、地元の皆さんに

よるジャム、コンポート、スイーツなどりんごの加工品

や芋煮、そして「りんごつり」「リンゴの皮むき」など

充実したアトラクションなど各コーナーが設けられ、町

内外の老若男女が秋の一日を満喫しました。

　鈴木勝昭和合連合区長は「和合が一つにまとまり、誇

りに思えるイベントになりました。地域づくりは地域自

らが行う時代の今、これを今後も末永く継続させ、広く

和合地区を発信していきたいですね」と語っていました。

和合が一つにまとまるイベント
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私
が
本
格
的
に
将
棋
を
始

め
た
の
は
高
校
入
学
後
で
す
。

き
っ
か
け
は
将
棋
部
の
活
動

を
見
に
行
っ
た
こ
と
。
兄
が

同
じ
部
に
所
属
し
て
い
た
の

で
、
ど
ん
な
雰
囲
気
な
の
か

の
ぞ
い
て
み
よ
う
と
い
う
気

持
ち
で
し
た
。
そ
の
後
、
何

回
か
出
入
り
す
る
う
ち
に
、

将
棋
の
奥
深
さ
と
部
の
居
心

地
の
良
さ
を
感
じ
、
自
然
と

の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

将
棋
部
の
活
動
は
基
本
的

に
平
日
の
み
。
放
課
後
お
お

よ
そ
４
時
か
ら
６
時
半
頃
ま

で
定
跡
書
を
読
ん
だ
り
、
対

局
で
部
員
同
士
が
研
究
し

合
い
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

７
月
の
全
国
大
会
を
終
え
て
、
今

は
す
で
に
部
活
動
を
引
退
し
て
い

ま
す
が
、
私
の
場
合
、
現
役
時
代

は
８
時
頃
に
帰
宅
し
、
食
事
を
済

ま
せ
た
後
、
２
時
間
く
ら
い
さ
ら

に
定
跡
書
や
雑
誌
を
読
ん
で
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
勉
強

も
必
要
で
す
の
で
、
就
寝
は
だ
い

た
い
２
時
頃
で
し
た
ね
。

　

今
回
、
山
形
東
は
県
大
会
８
連

覇
を
達
成
し
、
全
国
へ
コ
マ
を
進

め
ま
し
た
が
、
正
直
言
え
ば
、
県

大
会
よ
り
も
出
場
メ
ン
バ
ー
を
決

め
る
た
め
の
「
部
内
戦
」
を
勝
ち

抜
く
方
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
将

棋
の
団
体
は
３
人
戦
で
す
が
、
毎

回
そ
の
椅
子
を
め
ぐ
っ
て
、
静
寂

な
が
ら
も
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
勝
負
ご
と
で
す
の

で
、
３
年
生
だ
か
ら
と
言
っ
て
優

先
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
選
考

は
完
全
な
実
力
主
義
。
現
に
今
回

の
メ
ン
バ
ー
に
も
１
年
生
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
都
道
府
県
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
47
校
が
激
突
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
予
選
を
順
調

に
勝
ち
抜
き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
出
。
そ
の
後
、
ベ
ス
ト
16

で
対
決
し
た
の
が
強
豪
・
筑
波
大

学
附
属
駒
場
高
校
。
大
将
に
は
中

学
時
代
に
全
国
大
会
２
連
覇
を
達

成
し
た
選
手
を
擁
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
全
勝
で
勝
ち
進
ん

　山形県随一の進学校として知られる山形東高校

の「囲碁・将棋部」に所属する佐竹皓宇さん（３

年）。このほど全国高校学校総合文化祭将棋部門

（７月30日～31日／三重県志摩市）に出場し、

見事団体ベスト16という成績を収めました。

　文化部とは言え、３年生でも部内戦を勝ち抜か

ない限り、大会に出場できないという実力主義の

世界。佐竹さん自身も部員同士の切磋琢磨のほか、

時間を見つけては定跡（※）書を読み、腕を磨い

てきました。

　そんな佐竹さんに将棋の魅力や今回の大会への

想いなどについて伺いました。

で
き
ま
し
た

が
、
経
験
し

た
こ
と
の
な

い
戦
法
を
と

る
相
手
に
苦

戦
し
、
敗
戦
。

チ
ー
ム
も
残

念
な
が
ら
３

-

０
の
ス
ト

レ
ー
ト
で
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

将
棋
が
強
い
人
は
常
に
「
局
面
全
体
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
急
所
を

的
確
に
突
く
こ
と
が
で
き
る｢

発
想
力｣

の
持
ち
主
だ
と
思
い
ま
す
。
「
将
棋
は

学
問
の
糧
に
な
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
ど
う
な
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
部
活
動
を
引

退
し
て
大
学
受
験
に
臨
む
日
々
を
送
る

今
も
、
息
抜
き
に
定
跡
書
を
読
ん
で
い

ま
す
。
将
棋
は
今
後
も
趣
味
と
し
て
末

永
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
の
目
標
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
勝
つ

こ
と
の
で
き
な
い
兄
に
、
と
り
あ
え
ず

追
い
つ
く
こ
と
で
す
ね
（
笑
）
。

※
定
跡
（
じ
ょ
う
せ
き
）
…
将
棋
で
、
古

来
の
研
究
に
よ
っ
て
、
双
方
と
も
に
最
善

と
さ
れ
る
決
ま
っ
た
形
の
指
し
方

　

な
お
、
山
形
東
高
囲
碁
・
将
棋
部
に

は
紅
一
点
と
し
て
、
松
田
志
穂
さ
ん

（
太
郎
二
／
２
年
）
も
所
属
し
て
お
り
、

今
回
囲
碁
部
門
で
、
同
じ
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

全国大会での戦い（右が佐竹さん）

佐竹 皓
ひ ろ

宇
と

さん

高校将棋の全国大会で団体ベスト16進出

（山形東高３年／常盤）
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町
立
図
書
館
お
す
す
め

今
月
話
題
の
本

写
真
集　

土
門
拳
の
「
早
稲
田
１
９

３
７
」　
　
　
　
　
　
　

土
門 

拳 

著

　

今
年
生
誕
１
０
０
年
と
な
る
戦
後
写
真

の
巨
匠
土
門
拳
の
、
実
質
的
な
処
女
写
真

集
で
あ
る
「
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部

経
済
科
卒
業
記
念
」
を
可
能
な
限
り
忠
実

に
再
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
集
。

　

第
５
位　

鈴
木
駿
太
朗

　
　

同　
　

古
川
恭
兵

▼
女
子
剣
道

　

第
１
位　

菊
地
咲
良

　

第
５
位　

鈴
木
翔
子

■
県
少
年
の
主
張
大
会

▼
寒
河
江
西
村
山
地
区
大
会
優
秀
賞

▼
山
形
地
区
大
会　

優
秀
賞

▼
山
形
県
大
会　

努
力
賞

「
言
葉
は
絆
（
き
ず
な
）
」

　

鈴
木
遥
子
（
朝
日
中
３
年
）

▼
寒
河
江
西
村
山
地
区
大
会
優
良
賞

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ
！
」

　

渡
辺
幸
栄
（
朝
日
中
３
年
）

■
第
51
回
県
こ
ど
も
絵
画
展

▼
奨
励
賞

「
は
じ
め
て
の
て
き
花
」

　

鈴
木　

海
（
西
五
百
川
小
３
年
）

▼
入
選
（
小
学
生
の
部
）

「
な
か
よ
し
」
渡
辺
り
り
か
（
宮
宿

小
１
年
）
、
「
お
ば
け
き
ゅ
う
り
、

い
っ
ぱ
い
と
れ
た
」
志
藤
紀
洋
（
大

谷
小
２
年
）
、
「
は
じ
め
て
の
花
つ

み
」
佐
竹
崇
康
（
西
五
百
川
小
３

年
）
、
「
て
き
花
を
い
っ
ぱ
い
し
た

よ
」
海
野
優
香
（
西
五
百
川
小
３

年
）
、
「
大
き
な
お
花
に
か
こ
ま
れ
た

「
ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
れ
ば
い
い
」

最
上 

一
平 

著

　

山
も
、
木
も
、
風
も
、
川
も
、
そ
し
て

近
所
の
じ
い
ち
ゃ
ん
や
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、

み
ん
な
、
ぼ
く
ら
を
見
守
っ
て
い
る
。
い

っ
ぱ
い
泣
い
て
、
い
っ
ぱ
い
わ
ら
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
大
き
く
な
れ
ば
い
い―

。
山
あ

い
の
町
の
日
常
を
、
少
年
の
視
線
で
み
ず

み
ず
し
く
描
く
。

▼デパートへ行こう／真保裕一　▼熱い風／小池真理子　▼元気でいてよ、Ｒ２－Ｄ２。／北村
薫　▼巡礼／橋本治　▼水神　上下／帚木蓬生　▼あした咲く蕾／朱川湊人　▼遊びをせんと生
れけむ／久世光彦　▼墨染の鎧　上下／火坂雅志　▼「逃亡者」折原一　▼長寿大国の虚構／出
井康博　▼口は禍いの門／佐藤雅美　▼引き出しの中のラブレター／新堂冬樹　▼図地反転／曽
根圭介　▼凄い時代／堺屋太一　▼炎天／吉村昭　▼白い紙・サラム／シリン・ネザマフィ
▼ THE ハプスブルク王家　　▼ MICHAEL 1 ９５８－２００９／富原まさ江　▼ヘブン／川上未映
子　▼小説サブプライム／落合信彦　▼フリーター、家を買う。／有川浩　ほか

ブックテーマコーナー　特集「手作りを楽しむ秋」

各
種
大
会
等
の
成
績

■
西
村
山
中
学
校
新
人
総
合
体

育
大
会
（
９
月
27
日
～
28
日
／

西
村
山
地
区
内
各
会
場
）

【
団
体
戦
／
☆
印
は
県
南
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
出
場
】

第
２
位　
　

　

▼
男
子
剣
道
☆

　

▼
女
子
剣
道
☆

　

▼
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
☆

第
３
位

　

▼
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

▼
男
子
卓
球

【
個
人
戦
／
掲
載
者
は
す
べ
て

県
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
】

▼
男
子
卓
球

　

第
１
位　

遠
藤
幹
士

　

第
２
位　

阿
部
航
瑠

　

第
５
位　

五
十
公
野
裕
典

▼
女
子
卓
球

　

第
５
位　

阿
部
愛
美

▼
男
子
柔
道

　

第
１
位　

佐
竹
真
人
（
55
㎏
級
）

　

第
２
位　

村
山
幸
路
（
50
㎏
級
）

▼
女
子
柔
道

　

第
２
位　

海
野
美
里
（
57
㎏
級
）

▼
男
子
剣
道

　

第
１
位　

志
藤
慶
太

り
ん
ご
の
花
つ
み
」
伊
藤
瑞
樹
（
西

五
百
川
小
３
年
）
、
「
が
ん
ば
っ
た
り

ん
ご
の
花
の
て
き
花
」　

長
岡
佑
希

（
西
五
百
川
小
３
年
）
、
「
今
度
こ

そ
、
も
う
少
し
で
曲
が
れ
そ
う
」
伊

藤
留
佳
（
西
五
百
川
小
４
年
）

▼
入
選
（
中
学
生
の
部
）

「
夕
焼
け
」
鈴
木
千
晴
（
朝
日
中
１

年
）
、
「
宇
宙
の
中
の
ぼ
く
」
安
藤
真

生
（
朝
日
中
３
年
）

■
第
34
回
朝
日
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
（
９
月
６

日
／
朝
日
自
然
観
Ｇ
Ｇ
コ
ー
ス

／
参
加
者
１
２
５
人
）

【
男
子
の
部
】
①
志
藤
新
助
（
栗

木
沢
）
②
村
山
昭
栄
（
太
郎
一
）
③

鈴
木
進
（
元
町
）
④
布
施
幸
亥
（
助

ノ
巻
）
⑤
阿
部
光
一
（
常
盤
）
⑥
斎

藤
安
男
（
常
盤
）

【
女
子
の
部
】
①
鈴
木
た
か
（
西
町
）

②
村
山
ク
ニ
ヨ
（
太
郎
一
）
③
佐
竹

英
子
（
常
盤
）
④
樋
口
正
子
（
西
町
）

⑤
若
松
久
子
（
西
町
）
⑥
阿
部
ア
イ

子
（
新
宿
）

■
第
25
回
朝
日
町
高
齢
者
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
９
月
28
日
／

緑
が
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
参

加
５
チ
ー
ム
）

①
前
田
沢
②
四
ノ
沢
③
北
部
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先
日
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
椹
平
の
棚
田
」
の

写
真
を
見
つ
け
ま
し
た
。
私
も

棚
田
の
写
真
を
撮
影
し
た
い
と

思
い
、
ち
ょ
う
ど
水
が
引
か
れ

た
頃
と
９
月
30
日
に
訪
れ
ま
し

た
。
立
派
な
棚
田
で
す
ね
。

　

棚
田
は
維
持
管
理
が
大
変
だ

と
は
思
い
ま
す
が
、
保
存
に
力

を
注
い
で
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
こ

の
す
ば
ら
し
い
景
色
を
後
世
に

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
「
か
か
し
祭
り
（
コ
ン

ク
ー
ル
）
」
な
ど
で
多
く
の
方

問 す
ば
ら
し
い
景
色
の
椹
平
の
棚
田

管
理
は
大
変
で
す
が
、
ぜ
ひ
後
世
に
伝
え
て
！

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などお待ちしています。
なお、無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

　■あて先／〒990－1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　　（電話：67－2112　ﾌｧｯｸｽ：67－2117）
　■メール／inform＠town.asahi.yamagata.jp

町民の

　声

を
引
き
つ
け
る
の
も
よ
い
か
と

思
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
書
き
込

み
（
東
京
都
在
住
の
方
よ
り
）
】

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

椹
平
の
棚
田
は
地
域
で
保
全

委
員
会
を
組
織
し
、
一
般
の
方

か
ら
募
集
し
た
保
全
隊
員
の

方
々
と
一
緒
に
、
年
間
８
回
程

度
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

椹
平
は
「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
景
色
の
い
い
棚

答

田
で
す
が
、
米
作
り
の
効
率
性

を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
条
件
の

い
い
場
所
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

棚
田
を
保
全
す
る
こ
と
は
歴

史
や
文
化
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
そ
の
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
棚
田
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
保
全
活
動
だ
け

で
な
く
、
ご
提
案
に
も
あ
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
等
も
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
全
隊
員
は
ど
な
た

で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

【
椹
平
棚
田
保
全
委
員
会
】

珍百景　ひょうたん型の
かぼちゃ＆あけび

　川村實さん（真中）のお宅

でこのほどひょうたん型のか

ぼちゃが実り、近所の話題に

なりました。

　これは「バターナッツ・ス

クワッシュ」という名称のか

ぼちゃで、欧米ではごく一般

的な食べ物。川村さんによれ

ば、特に種をまいたわけでも

ないのに、今年突然生えてき

て、７月下旬に初めて気付い

た頃にはすでにこの形をして

いたそうです。川村さんは「お

そらく、（菜園の）近くに置

いてあるコンポスター ( 生ご

み処理器）に寄ってきたカラ

スがどこからか種を持ってき

たものと思います。珍しいも

のだけに何か幸運もいっしょ

に運んできてくれるといいで

すね」と語っていました。

　ちなみに川村さんのお

宅では、実際食べてみたそ

うですが、普通のかぼちゃ

とほぼ同じ味だったそう

です。

　白田勇記さん（大谷六）

のお宅ではひょうたん型

のあけびが採れました。→

お詫びと訂正 ご本人および関係各位の方々に心からおわびを申し上げ、訂正させていただきます。

　広報あさひまち８月号７頁「町政スポット」内「県消

防協会西村山支部操法大会」の記事の中で、出場団員の

氏名を誤って掲載してしまいました。

■訂正箇所…第２分団第２部

誤…「補欠…阿部真樹（さん）、同…向　賢司（さん）」

正…「補欠…鈴木　光（さん）、同…鈴木茂広（さん）」

　広報あさひまち９月号 14 頁「まちの話題」内「中学

生が人命救助　鶴岡警察署長より感謝状」の記事の中で

阿部研太くんの氏名を誤って掲載してしまいました。

■訂正箇所…写真内の説明

　誤…「左から 渡辺健くん、…　阿部健くん」

　正…「左から 渡辺健くん、…　阿部研太くん」
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戸籍の
まど

平成21年(2009年)　

■９月１日～９月30日届出

おしあわせに

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

常　盤　　長　岡　　　快　　善　司

大谷五　　白　田　 　代　　　重　

太郎一　　阿　部　　　巖　　光　好

舟　渡　　川　村　朝　男　　本　人

明鏡荘　　門　脇　弥　作　　本　人

前田沢　　阿　部　とく 　　秀　直

八ツ沼　　鈴　木　雅　子　　好　一

夏　草　　阿　部　賢　一　　まさ子

真　中　　鈴　木　勝　宏　　廣　子

西　町　　大久保　作次郎　　きくゑ

新　宿　　熊　谷　久　子　　昌　彦

前田沢　　阿　部　春　子　　七四郎

渡　邉　國　治
（大谷二）

前　田　清　美
（寒河江市）

掲載を希望しない方は、届け出

の際にお申し付けください。　

●平成２１年９月３０日現在

　　人　口　８，２５３ 人 （－　５）

　　　男　　４，０９５ 人 （－　６）

　　　女　　４，１５８ 人 （＋　１）

　　世帯数　２，５３７世帯（－　１）

　　　　　　　　　（　　）内前月比

　―――――９月中の異動―――――

　出　生　　４人　転　入　　１１人

　死　亡　１２人　転　出　　　８人

人口と世帯数

すこやかに

区　名　　出生児氏名　　性別　保護者名　

松　程　布　施　　　穂
みのり

　 女　哲也・千明

栗木沢　佐久間　彩
あや

　寧
ね

　 女　裕輔・奈保美

栗木沢　遠　藤　　　禅
ぜん

　 男　 匠 ・あずさ

常　盤　阿　部　陽
ひ

　菜
な

　 女　勝利・春美

マーティ先生の

朝日町見聞録
　町ＡＬＴマーティ先生が日々の生活の中で感
じたことを自由に表現します。（文章も本人）

初のアメリカ旅行？
　この間、妹の結婚式の為にアメリカに行きました。今まで

アメリカに行ったら、いつも両親の家で時間を過ごして、な

んとなく「海外旅行」の感じはありませんでした。アメリカ

にいた時のレストランや遊んだ場所しか行かないので、「こ

れがアメリカだ！」と感じたこともありませんでした。

　でも今回は、アメリカのサンフランシスコに行きました。

子どもの時は確かに行ったことあるはずだけど、まったく覚

えていません。本当に初のアメリカ旅行だ！

　やっぱり、アメリカは広いんですよ！サンフランシスコに

行く前にインターネットの地図を見て、行きたい場所を決め

ながら、「そんなに遠くはないな～」と思ったけど、着いた

後に、車を使っても距離はすごかったです。

　料理の量も多いよ！多い！信じられないぐらい多いです

よ！朝、昼、夕食の量は日本より倍ぐらいです！いつも私と

嫁さんがシェアして（分け合って）も時々残りました。もっ

たいないと思いました。あとは、みんなはコーカ・コーラや

飲み物をいつも飲んでいる。もしくはスター・バックスのコ

ーヒーを飲んでいました。どうして

アメリカ人が太っているかって分か

るようになりました！

　でも一番記憶に残ったことは、ど

こに行っても、アメリカ人はとて

も親切なこと。飛行機をすぐ降り

た後に入国のお兄さんと会話をし

て、色んなことを聞きました。私の

質問に全部答えてくれました。店の

店員達も買い物をしながら普通に喋

っていました。前の人は、店のド

アを必ず開けてくれて、そしてあ

りがとう（thank you）を言った

後に、どういたしまして（you’re 

welcome）と返事が返ってきます。

アメリカでは、自分よりも相手のこ

とを気にします。

今年のハロウィンパーティー
について大事なお知らせ

　今年は本来のハロウィンの日（10/31）が土曜日で

すので、この日に気合を入れて開催する予定でしたが、

インフルエンザの影響もあり、11月28日（土）に延期

することにしました。みんなもう少し待っててね。

詳しくは来月お知らせします。

CHECK　IT　OUT（あとで確認してね！）

弟（右）と２人で
妹（中）を祝福しました




